
地域密着型サービス（ WorkshopRNC ）運営推進会議     【第 １ 回】議事録 

日 時 2022年７月 14日（木）17：30～18：30 場 所  WorkshopRNC 

ご家族様 事業所管理者 事業所職員 地域包括支援センター 

市職員    

■議題 ■議事内容 

 

１．活動状況 

 

 ○登録者数（市内・市外・合計） 

 ○月別利用者数（月次報告書のとおり） 

 ○要介護度別利用者状況・平均要介護度（月別） 

 ○活動内容 

 

２．出席者からの要望・助言・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動状況 

◇成人登録者数 総数 14名 

        武蔵野市 10名 

        三鷹市 ２名 

        西東京市 ２名 

 

◇小児登録者数 総数 ６名 

 （内、医療的ケア児３名、保護児１名） 

 

◇要支援１：１名 

 要支援２：０名 

 要介護１：５名 

 要介護２：５名 

 要介護３：０名 

 要介護４：１名  

 要介護５：０名 

（内 認知症５名、高次脳機能障害３名） 

 

◇活動内容 

 ・弁当販売、配食サービス（有償、無償） 

 ・調理（昼食作り）  

 ・ワークショップ（書道、水彩画、料理教室、お菓子

教室、折り紙教室など） 

 ・子供の学習支援 

① 利用者が利用児の宿題をみる 

② スープ作り、販売 

③ 図書の管理（図書カード作り、製本など） 

 ・多世代交流 

① 一緒に遊ぶ（ゲームなど） 

② 創作活動（本棚作り） 

③ おやつ作り 

※2022.８月より地域密着型通所介護と放課後等デ

イサービスの共生型施設として運営可能となる。 

 ・その他 

  別紙参照 

 

２．意見交換 

◇ご家族から 

 Workshopに通うようになり、精神的にも落ち着いて 

きた。また、規則正しく生活ができるようになってきた。 

 （認知機能の低下がある中で）仲の良いお子さんとの 

関わりを帰ってきてから話してくれる事に、家族も嬉し 



く思っている。 

 高齢でも子供とも関わることができ、心から自然に楽

しめる場所になっている 

⇒自然なアットホームな場で本当に良い場になってい

る 

 

◇地域包括職員から 

 高齢の方にも子供と関わることができる場がある事

で、まだまだできることを発揮できていると思う。 

 通う方が心から自然に楽しめる場となっている。 

 

◇市職員から 

 都内初の共生型サービスの場である。 

 利用している子供が将来 65 歳を超えても（介護保険

が利用できる年齢になったとしても）継続利用が可能な

場ということで、地域共生社会の実現に向けてよい事例

にしてほしい。 

 

 

 

 

 


